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宮内 環 准教授 略歴・主要業績

研究領域

統計学，労働市場の数量的分析

略　歴

1984年慶應義塾大学経済学部経済学科卒業。1987年本塾大学経済学研究科修士課程修了。1990年同後期博

士課程単位取得退学。この間指導教授であった小尾惠一郎教授の下で学ぶ。1988年本塾大学経済学部助手。

1992年同専任講師。1993年同助教授。1998年米国カリフォルニア大学バークレー校に，2012年に米国コ

ロンビア大学に，各々客員研究員として在籍。所属学会は，日本統計学会，環太平洋産業連関分析学会。学

部では社会科学基礎論，計量経済学上級，計量経済学概論などの講義を担当。2019年 12月現在で総務省統

計研究研修所客員教授も務める。

主要業績

中核的なものとして次の二点。

『労働市場の順位均衡』（小尾惠一郎との共著）東洋経済新報社，1998年。

「企業の事業従事者における派遣・下請比率と企業の賃金費用についての検討」『統計数理』57（2）, 331–355，

統計数理研究所，2009年。

さらに以下のものもある。

“A Method of Measuring Labor Supply Probability Curve: Identification of Supply Function,” KEO

Discussion Paper, 20, 1–14, 慶應義塾大学産業研究所，1987年。

「家計の労働供給の計量経済学的モデルとその検証」『三田学会雑誌』84（3），40–70，慶應義塾経済学会，

1991年。

「夫婦家計における連続的・非連続的就業機会選択の分析（その 1）」『三田学会雑誌』93（1），161–187，慶

應義塾経済学会，2000年。

「労働市場の順位均衡モデルにおける選択順位指標の測定」『三田学会雑誌』94（4），219–235，慶應義塾経

済学会，2002年。
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“Two-agent discrete choice model with random coefficient utility functions for structural analysis on

household labor supply,” KEO Discussion Paper, 126, 1–36, 慶應義塾大学産業研究所，2011年。

近刊予定としてつぎのものがある。

A Two-agent Model with Random Coefficient Utility Functions for Structural Analysis on Household

Labor Supply, Omega.
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